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協働事業評価に係る意見一覧【庁内委員会各委員】

実施年度 令和

事業の名称 世界が広がる！学校では教えてくれない国旗の授業

団体名 富士見三芳稲門会

担当課名 文化・スポーツ振興課

協働事業の評価 評価数

・団体と担当部署との役割分担ができていたように感じます。国旗というテーマで大人と子ど
もが同時に楽しめる内容でした。
・国旗というテーマで子どもにも興味が持てる内容だと思います。世界の中での日本の位置づ
けがわかりやすく、国際性を持って今後のテーマも考えていってほしいと感じました。富士見
市に住み続けたくなるといいなと思います。

当該協働事業を実施したことで、具体的に市民サービスが向上する等、適切な
協働事業として評価できるものである。 8

ほぼ適切な協働事業として評価できるものである。 3

協働事業として、うまく機能しなかった。 0

・学びの機会を提供する側を実施団体が、周知や会場確保などを担当部署が、イベントの企画
部分を両者で行ったことが伺える。
・協働事業としては、成立していると思いますが、講師を招く事業としては、他の事業課で
行っているものとあまり変わらない感じがします。参加者記念品など必要なのでしょうか？

・専門的な知識を持つ講師やこれまでの実施経験が必要とされるため、市単独での開催は難し
いことから、協働事業としての実施は効果的であると考える。
・参加者のアンケート結果からも、様々な国の文化を学ぶことができ、親子で楽しめる有意義
な取組であると思う。今後の開催にあたっては、一部参加者の意見にもあるように、参加対象
の年齢や実施内容の再検討が必要であると感じた。

・実施団体と担当部署とで綿密な打ち合わせによる情報共有が行われるとともに、お互いの強
みを活かし、弱みを補完し合って当事業を実施できたものと評価できる。
・富士見市での「学び」を魅力的にし、親が「ここで子どもを育てたい」、子が「ここで学び
続けたい」と思えるまちにすることを目的に、参加者の興味を引く工夫を凝らしつつ２回の授
業を実施し、結果、２回とも参加者から好評を得られたので、成功であったと評価できる。

・好評により、２回の開催になったようで、アンケート結果等からも評価できる。
・２回の開催で参加者の満足度が好評で良かったと思われる。市との協働についても適正に行
えたものと考えられる。

・イベントの開催状況は開催の主旨や目的に沿ったものとして運営され、効果が表れている。
・効果と比して、財政的、人的な負担は適切である。
・公平性の観点から偏った市民サービスになっていない。
・引き続き、同じような形態で運営していくことが効果的・効率的なものと判断いたしますが
価値観の多様化、市民と行政との関わり方が変わりつつあることなどから、「常により効果的
なものに改革」を実行していただくようお願いいたします。
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・団体と担当課が、綿密な打合せを行い、姉妹都市であるセルビアについて紹介するなど、市
としても有意義な事業内容に展開できたことが伺え、協働事業として評価できる。
・多くの参加者が参加し、アンケートからも、親子や友達で楽しく国旗と世界について学ぶこ
とができる充実した内容であったことが伺える。

・団体と担当がそれぞれの強みを活かした役割を持ちスムーズな事業運営が実現できた。
また、アンケート調査もしっかりと行っており、市民要望にも対応した今後の事業展開を想定
できるものと考える。
・たくさんの市民が参加したことは大きな成果である。団体、担当それぞれの周知の効果と推
察する。また、内容もこどもにも大人にも興味を引くテーマであり、今後の子供向け事業の参
考になると考える。

・事業報告等から、適切な協働事業として評価できると判断します。
・多くの市民が国旗を通して国際感覚を学べたのではないかと思います。事業報告等から、協
働事業により国際理解の推進が図れたものと考えます。

・綿密な打ち合わせにより、それぞれの役割の明確化のもとに実施できたのではないかと思い
ます。
・「人財」が豊富で、引き出しがたくさんある団体だと思います。
　セルビアの紹介もあり、市のサービス向上にも繋がる事業だったと評価します。

・普段学ぶことが少ない国旗をテーマに楽しく国際理解の場を提供できる協働事業である。
・団体の人脈を活かし、より多くの子供たちに国旗をテーマに国際交流に興味を持ってもらう
ためにも継続してほしい。


